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選
第
12
日
は
４
月
５
日
、
鹿
児
島
市
の
県
立
鴨
池
、
鴨

池
市
民
の
両
球
場
で
準
々
決
勝
４
試
合
が
あ
っ
た
。

鹿
児
島
商
は
序
盤
の
集
中
打
で
主
導
権
を
握
り
、
二

年
生
投
手
・
紺
屋
諒
太
の
好
投
で
鹿
児
島
実
を
下
し
た
。

【
政
純
一
郎
】

鹿
児
島
商
と
鹿
児
島
実
。

県
内
屈
指
の
名
門
同
士
の

「伝
統
の
一
戦
」は
序
盤
で
主

導
権
を
握
っ
た
鹿
商
に
軍
配

が
上
が
り
、
４
強
進
出
を
決

め
た
。
紺
屋
諒
太
―
野
方
勇
大
の

バ
ッ
テ
リ
ー
が
大
き
な
原
動

力
に
な
っ
た
。
初
回
、
一
死

二
塁
と
先
制
機
を
作
る
と
、

前
日
の
４
回
戦
で
サ
イ
ク
ル

ヒ
ッ
ト
を
放
っ
た
野
方
が
「何

も
考
え
ず
無
心
で
打
っ
た
」

左
中
間
二
塁
打
で
先
制
。
こ

れ
で
勢
い
を
つ
か
む
と
、
序

盤
３
回
で
集
中
打
を
浴
び
せ

７
―
０
と
大
き
く
リ
ー
ド
し

た
。課
題
だ
っ
た
投
手
陣
は
、

二
年
生
右
腕
・紺
屋
が
救
っ

た
。
こ
れ
ま
で
４
試
合
は
い
ず

れ
も
投
手
陣
が
リ
ズ
ム
を
つ

か
め
ず
「き
ょ
う
は
４
人
い

る
投
手
陣
全
員
で
１
人
２

イ
ニ
ン
グ
ず
つ
投
げ
さ
そ

う
か
と
も
考
え
て
い
た
」

（床
次
隆
志
監
督
）
が
、

紺
屋
が
１
人
で
投
げ
抜
き
、

強
打
の
鹿
実
打
線
を
相

手
に
２
失
点
で
切
り
抜
け

た
。
１
６
７
セ
ン
チ
、
65
キ

ロ
と
小
柄
な
体
型
だ
が
、

度
胸
と
制
球
の
良
さ
が

持
ち
味
。
そ
れ
で
も
「序

盤
は
緊
張
し
て
い
て
、
頭

の
中
が
真
っ
白
だ
っ
た
」と

い
う
。
野
方
は
「勝
負
ど

こ
ろ
で
単
調
に
な
ら
な
い

よ
う
に
、
相
手
の
打
者
の

タ
イ
ミ
ン
グ
を
ず
ら
す
こ

と
を
心
が
け
」て
二
年
生

投
手
を
リ
ー
ド
し
た
。

七
回
二
死
ま
で
８
―
１

の
コ
ー
ル
ド
ペ
ー
ス
で
進
み

な
が
ら
１
点
取
ら
れ
て

コ
ー
ル
ド
は
阻
ま
れ
た
が

「コ
ー
ル
ド
が
な
く
な
っ
て

か
ら
、
落
ち
着
い
て
投
げ

ら
れ
た
」
（紺
屋
）。
本
来

の
度
胸
の
良
さ
が
戻
り
、

残
り
イ
ニ
ン
グ
も
ピ
シ
ャ

リ
と
抑
え
て
３
季
ぶ
り
の

４
強
入
り
を
果
た
し
た
。


